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《
資
料
紹
介
》

「
藝
術
新
聞
」
目
録

―
自
第
六
三
三
号
至
第
六
七
四
号
（
不
揃
）

斎
藤

理
生

「
藝
術
新
聞
」
は
、
戦
前
か
ら
戦
中
に
か
け
て
、
文
学
・
出
版
・
絵

画
・
音
楽
・
演
劇
・
映
画
な
ど
に
関
わ
る
情
報
を
週
に
一
度
、
新
聞
の

形
式
で
発
行
し
て
い
た
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
本
稿
は
、
青
山
毅
「
《
藝

術
新
聞
》
細
目
」
（
「
ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
通
信
」
一
九
八
二
・
二
）
、
山
内

祥
史
「
「
藝
術
新
聞
」
目
録

―
自
第
一
五
一
号
至
第
三
七
二
号
（
不

揃
）
」
（
「
神
戸
女
学
院
大
学
論
集
」
一
九
八
九
・
一
二
）
、
斎
藤
理
生

「
「
藝
術
新
聞
」
目
録

―
自
第
五
九
九
号
至
第
六
三
二
号
（
不
揃
）」

（
「
阪
大
近
代
文
学
研
究
」
二
〇
二
一
・
三
）
を
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。

六
三
三
号
は
一
九
四
三
年
九
月
四
日
に
発
行
さ
れ
、
六
七
四
号
は
一

九
四
四
年
六
月
一
七
日
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
の
目
録
に

は
、
戦
局
が
逼
迫
し
て
ゆ
く
時
期
の
藝
術
界
、
出
版
界
の
状
況
が
反
映

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
六
七
四
号
よ
り
後
の
号
は
実
見
で
き
て
い
な
い
。

存
在
す
る
の
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
。

前
稿
に
続
き
本
稿
で
も
、
巻
頭
の
時
評
と
署
名
の
あ
る
記
事
を
中
心

に
採
録
し
つ
つ
、
署
名
が
な
く
て
も
稿
者
の
主
観
で
欠
か
せ
な
い
と
判

断
し
た
も
の
は
採
り
あ
げ
て
い
る
。
な
お
、
前
稿
で
は
六
一
三
～
六
三

二
号
を
全
四
面
と
記
載
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
八
面
の
誤
り
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
号
で
四
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
と
し
た
記
事
も
、
す
べ
て
は

八
面
の
掲
載
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
詫
び
し
て
訂
正
す
る
。

第
六
三
三
号

昭
和
一
八
年
九
月
四
日

八
面

決
戦
下
に
開
く
上
野
の
季
節

絢
爛
の
三
展

「
ア
ッ
ツ
玉
砕
」

に
続
く
彩
管
報
国
の
決
意

院
展
、
二
科
、
決
戦
美
展
同
時
に

開
く
都
美
術
館

一

中
村
不
折
小
伝
（
七
）

石
井
柏
亭

一

ま
こ
と
に
藤
村
翁
は
「
白
い
花
」
の
文
豪

死
の
直
前
迄
自
然
詩
人

安
田
靱
彦
（
談
）
二

藤
村
先
生
を
憶
ふ

長
田
秀
雄
（
談
）
二

阪大近代文学研究 20（2022.3）
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想
ひ
出
す
儘
に

藤
村
先
生
告
別
の
日
に

勝
本
清
一
郎
（
談
）
二

島
崎
藤
村
年
譜
（
二
）

二

出
版

良
書
で
も
不
急
の
書
籍
は
不
承
認
の
方
針
で
あ
る

不
急
出
版
物
の
審
査
益
強
化

三

画
伯
へ
依
頼
の
装
幀
謝
礼
一
万
円

都
合
十
冊
の
豪
華
版

三

戦
記
物
が
圧
倒
的

大
阪
図
書
館
読
書
調
査

三

映
画
批
評
家
の
貧
困

京
極
太
郎

八

第
六
三
四
号

昭
和
一
八
年
九
月
一
一
日

八
面

待
望
の
季
節
を
控
へ
て

文
展
と
絵
絹
配
給
問
題

美
統
で
も
頭
を
悩
ま
す

一

大
衆
五
大
雑
誌
十
一
月
号
を
前
線
の
将
士
へ
贈
る

軍
人
援
護
の
趣
旨
に
添
ひ
特
集

一

時
評

必
勝
の
信
念
は
不
動
な
り

一

米
百
俵
の
底
に
流
れ
る
思
想
的
性
格
が
問
題

文
壇
に
久
し
ぶ
り
の
爆
弾

二

く
さ
か
げ

福
田
栄
一

二

文
壇
防
空
壕
め
ぐ
り
（
三
）
貰
つ
た
土
か
ら
南
瓜
を
採
取

長
田
幹
彦
氏

二

島
崎
藤
村
年
譜
（
三
）

二

「
伊
の
降
伏
」
と
国
民
学
校
教
科
書

来
年
の
本
は
印
刷
済
み

事
実
を
生
き
た
教
材
と
す
る

三

出
版
物
の
印
刷
製
本
の
簡
素
と
能
率
化

贅
沢
本
は
追
放
す
る

三

雑
感

映
画
の
重
役
錬
成

よ
い
映
画
を
作
る
た
め

富
士
津
守

八

映
評

奴
隷
船
を
見
て

京
極
太
郎

八

第
六
三
五
号

昭
和
一
八
年
九
月
一
八
日

八
面

在
野
美
術
諸
団
体
の
総
解
散
説
は
実
現
薄
弱

二
科
の
動
向
各
方
面
で
注
目
さ
る

一

時
評

生
産
に
増
産
に

一
億
蹶
起
の
秋

一

中
村
不
折
小
伝
（
七
）

石
井
柏
亭

一

文
壇
防
空
壕
め
ぐ
り
（
四
）
文
報
の
防
空
壕
は
三
つ

戸
川
事
業
部
長

二

感
激
の
独
訳

古
事
記
に
就
て
（
七
）

木
下
祝
夫

二

河
湾
子
訓
練
所
に
て

阿
部
静
枝

二

自
選
小
説
を
建
艦
献
金

博
文
館
が
十
月
に
出
版

二

聖
武
天
皇
一
千
五
百
年
祭
に

土
岐
善
麿
氏
新
作
奉
納

二

島
崎
藤
村
年
譜
（
四
）

二

文
学
者
の
決
意
に
つ
い
て

尾
崎
士
郎

三

文
学
者
の
信
念

上
林
暁

三

読
書
週
間
を
開
催

思
想
戦
力
強
化
へ

三

舞
踊
家
の
覚
醒
を
促
す

菅
原
雷
吉

四

掌
篇
文
藝

わ
し
の
子
ぢ
や
な
か
つ
た

水
守
亀
之
助

四
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第
六
三
六
号

昭
和
一
八
年
九
月
二
五
日

八
面

国
内
必
勝
態
勢
を
強
化

一
億
総
員
が
戦
闘
配
置

一

時
評

比
島
建
国
へ

印
度
の
飢
饉

一

感
激
の
独
訳

古
事
記
に
就
て
（
八
）

木
下
祝
夫

二

洛
北

逗
子
八
郎

二

新
刊
の
詩
集
を
枕
辺
に

老
詩
人
兒
玉
花
外
氏
逝
く

二

島
崎
藤
村
年
譜
（
五
）

二

無
柯
亭
雑
記

尾
山
篤
二
郞

三

「
若
い
陣
営
」
の
筆
者
に
の
ぞ
む

浅
野
晃

三

第
六
三
七
号

昭
和
一
八
年
一
〇
月
二
日

八
面

待
望
第
六
回
文
展
の
搬
入
愈
々
開
始
さ
る

昨
年
よ
り
受
付
点
数
増
加

一

大
日
本
産
業
報
国
会
中
央
本
部
機
構
人
事
一
覧
表

一

感
激
の
独
訳

古
事
記
に
就
て
（
九
）

木
下
祝
夫

二

〝
綺
堂
賞
〟
の
設
定
と
各
委
員
の
顔
ぶ
れ

二

加
藤
武
雄
の
友
情

星
湖
老
へ

二

島
崎
藤
村
年
譜
（
六
）

二

竹
槍
訓
練

前
田
夕
暮

二

大
東
亜
文
学
登
竜
門

「
興
亜
文
学
」
賞
確
設

三

動
員
さ
れ
た
五
雑
誌

腕
に
よ
り
か
け
て
編
輯

前
線
慰
問
に
内
容
を
充
実

三

輓
近
製
本
術
講
義

出
版
会
を
煙
に
巻
く
法

三

勤
労
者
の
た
め
の
演
劇
指
導
に
就
て
（
中
）

山
本
久
三
郎

八

第
六
三
八
号

昭
和
一
八
年
一
〇
月
九
日

八
面

決
戦
下
に
呼
応
し
た
綜
合
官
展
の
実
現

第
六
回
文
展
各
部
入
選
発
表
さ
る

一

各
審
査
員
の
所
感

（
前
田
青
邨
、
辻
永
、
齋
藤
素
厳
、
清
水
亀
蔵
）

一

時
評

戦
争
と
文
化

一

文
科
系
の
学
者
の
動
向
と
「
期
待
さ
れ
る
夜
間
帝
大
」

二

文
報
の
勤
労
報
国
隊

い
よ
く
近
く
結
成
さ
る

二

漱
石
山
房

将
校
寄
宿
舎
に

二

郷
国
飛
翔
吟

吉
植
庄
亮

二

十
月
の
小
説
評

風
祭
音
哉

三

※
佐
藤
春
夫
「
よ
も
ぎ
ふ
日
記
」・
島
崎
藤
村
「
東
方
の
門
」・

榊
山
潤
「
輸
送
班
」

古
谷
綱
武
氏

「
徴
用
」
来
る

三

富
本
憲
吉
氏
に
委
嘱

文
報
徽
章
中
旬
頒
布

三

井
上
文
藝
課
長

名
調
子
一
席

三

出
版

不
正
出
版
を
防
止

関
係
団
体
協
議
中

三

作
家
が
原
稿
を
売
り
歩
く

煙
に
巻
か
れ
る
出
版
屋

三

書
店
め
ぐ
り

櫻
井
書
店

三
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第
六
三
九
号

昭
和
一
八
年
一
〇
月
一
六
日

八
面

文
展
い
よ
い
よ
開
幕

招
待
日
に
岡
部
文
相
来
観

愈
々
賑
ふ
上
野
美
術
の
秋

一

時
評

戦
争
と
藝
術

一

中
村
不
折
小
伝
（
九
）

石
井
柏
亭

一

影
山
氏
の
論
鋒
に
亀
井
氏
恭
謙
の
態
度

二

俳
聖
芭
蕉
二
百
五
十
年
忌

顕
彰
記
念
事
業
決
る

二

今
朝
の
秋

川
合
玉
堂

二

文
壇
人
の
貯
金
劇

二

文
報
勤
労
報
国
隊
を
結
成

来
る
二
十
日
申
込
を
締
切
る

二

開
拓
実
情
視
察
の
た
め

大
陸
開
拓
文
学
委
員
を
派
遣

二

島
崎
藤
村
年
譜
（
七
）

三

中
等
教
科
書
に
報
道
戦
記
も
採
用

青
年
期
の
心
身
錬
磨
が
主
眼

三

書
籍
の
余
白
を
制
限

贅
沢
な
組
方
を
一
掃

用
紙
節
減
と
価
格
か
ら
睨
合
せ
て

三

戦
ふ
映
画
の
在
り
方

南
龍
彦

八

第
六
四
〇
号

昭
和
一
八
年
一
〇
月
二
三
日

四
面

米
機
の
盲
爆
か
ら
わ
が
文
化
財
を
護
れ

文
化
財
防
衛
委
員
会
初
の
対
策
案

一

感
激
の
独
訳

古
事
記
に
就
て
（
完
）

木
下
祝
夫

一

島
崎
藤
村
年
譜
（
完
）

一

書
店
め
ぐ
り

文
松
堂

一

第
六
四
一
号

昭
和
一
八
年
一
〇
月
三
〇
日

八
面

勅
題

海
上
日
出

仰
出

皇
国
の
使
命
御
垂
示

一

大
東
亜
総
蹶
起
に
関
す
る
決
議

一

時
評

急
ぎ
戦
闘
配
置
に
就
け

一

あ
ま
り
に
素
材
主
義
的
な
半
体
験
的
小
説
を
駆
逐
せ
よ

二

開
拓
地
か
ら
帰
つ
て

阿
部
静
枝

二

栗
の
実

野
口
米
次
郎

二

谷
崎
氏
出
京

徳
田
氏
を
見
舞
の
為

二

鷹
野
つ
ぎ
の
文
章
碑

藤
村
が
揮
毫
の
約
束

今
は
空
し
き
師
弟
の
愛
情

三

川
端
康
成
の

日
評
十
二
月
号

三

忙
中
閑

眞
杉
静
枝
と
鎌
倉
の
葡
萄

三

力
作
「
小
鳥
峠
」
他
二
篇
＝
十
月
の
小
説
評
＝

三

※
橋
本
英
吉
「
小
鳥
峠
」・
川
端
康
成
「
故
園
」・
松
原
一
枝

「
大
き
な
息
子
」

敵
空
爆
に
対
す
る
出
版
界
の
準
備
は
出
来
て
る
か

三

一
冊
も
残
ら
ず
に
前
線
へ
送
り
ま
せ
う

銃
後
便
り
を
満
載
の
五
大
雑
誌

三

第
六
四
二
号

昭
和
一
八
年
一
一
月
六
日

八
面

大
東
亜
文
化
昂
揚

中
外
に
闡
明

一
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大
東
亜
共
同
宣
言

一

出
版
界
の
決
戦
体
制

整
備
要
綱
愈
々
決
る

出
版
業
者
の
国
家
性
を
昂
揚

一

時
評

必
勝
の
信
念

一

女
流
作
家

時
局
認
識
を
正
し

各
持
ち
場
を
協
議

情
報
局
が
最
近
情
勢
説
明

二

相
聞
居
雑
詠

吉
井
勇

二

手
帳

国
枝
完
二
と
長
岡
言
葉

二

創
作
時
評

十
一
月
号

日
本
的
作
品

二

※
儀
府
成
一
「
融
雪
期
」・
影
山
正
治
「
一
つ
の
戦
史
」・

緒
方
久
「
昭
和
国
民
史
」

評
論

古
典
と
限
界

村
松
梢
風

三

出
陣
の
学
徒
に
推
薦
す
る
書
物

感
銘
の
一
語
を
胸
に

三

佐
佐
木
信
綱
博
士
が
大
映
に
和
歌
一
首
を

「
出
征
前
十
二
時
間
」
に
発
表

八

第
六
四
三
号

昭
和
一
八
年
一
一
月
一
三
日

八
面

公
募
展
中
止
か
存
続
か

美
報
の
聯
立
展
提
案

大
暗
礁
に
乗
り
上
ぐ

新
制
作
派
・
二
科
強
硬
反
対

一

時
評

出
版
界
に
望
む

一

社
団
法
人

日
本
美
術
報
国
会
・
事
務
局
人
事
機
構
一
覧
表

一

同
人
雑
誌
出
版
株
式
会
社

文
藝
誌
整
備
に
登
場
か

二

お
野
立
跡

荻
原
井
泉
水

二

文
化
奉
公
会

新
雑
誌
発
行

二

十
二
月
八
日
を
期
し
て

帰
還
作
家
の
獅
子
吼

二

鬼
太
郎
の
思
ひ
出

銀
行
で
洋
食
を
驕
ら
れ
た
男

長
田
幹
彦

二

出
版
整
備
の
種
々
相

三

第
六
四
四
号

昭
和
一
八
年
一
一
月
二
〇
日

八
面

公
募
展
中
止
必
至

美
術
展
も
許
可
制
へ

最
高
機
関
新
設
近
し

一

時
評

戦
ふ
美
術

一

巨
星
墜
つ

徳
田
秋
聲
氏
遂
に
逝
く

二

雑
誌
統
合
に
詩
誌
側
の
疑
議

四
新
誌
に
統
制
案
提
出

二

手
帳

料
理
番
に
廻
る
芙
美
子
女
史

二

逝
け
る
秋
聲
氏
を
憶
ふ

上
司
小
剣
（
談
）
二

創
作
時
評
十
一
月
号

報
道
班
員
の
態
度
に
就
て

三

※
里
村
欣
三
「
北
千
島
に
て
」、
榊
山
潤
「
南
方
記
（
五
）」

時
局
下

窪
田
空
穂

三

第
六
四
五
号

昭
和
一
八
年
一
一
月
二
七
日

四
面

決
戦
態
勢
樹
立
へ

軍
需
省
農
商
省
主
点
に

美
術
界
大
統
制
確
定

細
目
十
二
月
中
旬
に
発
表

一

時
評

勝
利
の
年
へ

一

新
興
雄
渾
な
文
学
に
生
か
す

大
東
亜
共
同
宣
言

五
原
則
の
作
品
化
実
行
へ

一
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悲
し
き
盛
儀

全
文
壇
人
に
惜
し
ま
れ

初
の
小
説
部
会
葬

柩
前
に
遺
作
を
朗
読
回
向

二

俳
聖
二
百
五
十
年
忌

義
仲
寺
に
墓
前
祭

二

未
完
成
品
「
縮
図
」
研
究

廣
津
氏
の
手
で

二

淡
々
た
る
君
子
人

―
故
秋
聲
を
送
る
弔
辞

―

友
人
総
代

正
宗
白
鳥

二

第
六
四
六
号

昭
和
一
八
年
一
二
月
四
日

四
面

第
三
次
大
東
亜
文
学
者
大
会

中
国
作
家
協
会
主
動
に

南
京
に
開
催
決
定

一

御
舟
遺
作
展
を
観
る

菊
池
契
月

二

爆
弾
と
機
銃
弾
の
中
で
（
下
）

―
南
方
前
線
基
地
写
生
行

―

山
口
華
楊

二

文
展
日
本
画
評
（
三
）
時
代
的
情
熱
の
諸
作

豊
田
豊

三

初
七
日
を
迎
へ
て

徳
田
一
穂

四

文
藝
時
評

一
読
す
べ
き
著
書
と
作
品

風
祭
音
哉

四

第
六
四
七
号

昭
和
一
八
年
一
二
月
一
一
日

四
面

工
場
へ
農
園
へ

一
億
総
配
置
の
時
局
に

藝
術
界
人
も
戦
列
へ

帰
農
精
神
も
や
う
や
く
台
頭

一

詩
部
会
総
会

大
東
亜
詩
人
の
交
流
等
議
題
に

他
部
会
は
明
年
春
に
開
催

一

詩
誌
玉
砕
に

前
田
鐵
之
助
氏

紙
業
翼
賛
の
会

一

文
化
職
能
人
動
員

郷
土
文
化
研
究
懇
談

翼
賛
会
文
化
厚
生
部
肝
入

一

時
評

必
勝
の
生
活

一

第
六
四
八
号

昭
和
一
八
年
一
二
月
一
八
日

四
面

出
版
界
の
戦
時
体
制

整
備
愈
々
最
後
段
階

一
月
末
迄
に
完
了

新
事
業
体
は
百
九
十
五
社

一

出
版
界
整
備
〝
世
話
人
〟
百
九
十
五
名
決
定

一

時
評

文
教
の
一
新

一

詩
部
会
総
会

詩
文
庫
設
置
、
詩
史
編
纂
等
活
発
な
提
案
続
出

一

第
六
四
九
号

昭
和
一
八
年
一
二
月
二
五
日

四
面

一
億
国
民
常
会
に

美
術
家
音
楽
家
初
登
場

次
回
中
央
協
力
会
議
文
化
面
拡
充

一

時
評

玉
砕
の
忠
魂
に
応
へ
よ

一

決
戦
文
学
へ

全
日
本
青
年
文
学
者
が

一
誌
に
団
結
邁
進

委
員
長
以
下
一
局
六
部
成
立

一

雑
誌
統
制

文
藝
誌
の
統
合

着
々
進
行
す

次
は
短
歌
雑
誌
の
廃
合
か

二

偶
感

寛
山

武
市
如
意

二

詩
部
会
長

辞
意
漏
ら
す

極
力
留
任
要
望
か

二

文
報
指
導
部
長

戸
川
氏
辞
職
す

二

創
作
時
評

十
二
月
号

大
家
と
新
進
の
作
各
一
篇

二
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※
倉
光
俊
夫
「
海
鷲
」、
川
端
康
成
「
夕
日
」

大
同
霊
験
記
（
下
）

杉
山
寧
（
談
）
三

文
展
日
本
画
評
（
完
）

豊
田
豊

三

第
六
五
〇
号

昭
和
一
九
年
一
月
一
日

八
面

本
年
の
課
題

全
藝
術
界
あ
げ
て

大
東
亜
へ
の
構
想

戦
果
に
応
へ
る
学
藝
人
の
闘
魂

一

時
評

皇
国
の
勝
利

今
年
に
あ
り

一

海
上
日
出

窪
田
空
穂

一

昭
和
一
九
春
第
壱
語

尾
崎
士
郎

二

ゆ
け
、
ゆ
か
う
の
精
神

文
化
奉
公
会
長

桜
井
忠
温

二

学
徒
い
で
征
く

北
見
志
保
子

二

古
典
の
流
行

藤
田
徳
太
郎

二

決
戦
下
の
読
書
（
上
）

―
松
陰
の
読
書
訓

―

日
本
出
版
会
理
事
長

久
富
達
夫

三

出
版
界
回
顧

国
家
の
要
請
に
応
ふ

決
戦
態
勢
近
く
確
立

三

創
作
月
評

二
作
家
の
通
俗
性

風
祭
音
哉

三

※
上
田
廣
「
群
線
」、
緒
方
久
「
昭
和
国
民
史
」

亜
細
亜
の
藝
術
は
亜
細
亜
の
伝
統
に

横
山
大
観

四

随
想

戦
艦
献
納
画
そ
の
他

川
合
玉
堂

四

随
筆

み
ち
の
く
画
信

福
田
翠
光

五

一
問
一
答

時
局
と
音
盤

答
へ
る
人

音
盤
文
協
常
務
理
事

有
坂
愛
彦
氏

六

劇
団
の
品
格

大
日
本
俳
優
協
会
長

市
村
羽
左
衛
門

七

第
六
五
一
号

昭
和
一
九
年
一
月
八
日

四
面

初
の
資
材
受
給
査
定
に

都
美
術
館
を
借
受
け

査
定
申
請
作
品
を
待
つ

美
統
万
全
の
準
備
を
進
む

一

時
評

美
術
家
の
新
使
命

美
術
界
に
望
む
（
１
）

一

昨
年
度
の
秀
作

各
種
文
学
賞

そ
れ
ぞ
れ
銓
衡
開
始

ま
づ
候
補
作
品
推
薦
開
始

二

冬
日

窪
田
空
穂

二

随
想

国
土
的
な
考
察

福
田
豊
四

三

伝
神
洞
展
の
更
正

豊
田
豊

三

第
六
五
二
号

昭
和
一
九
年
一
月
一
五
日

四
面

総
決
戦
の
年

美
術
界
戦
時
体
制
突
入
に

近
く
強
力
議
会
誕
生

委
員
の
顔
振
れ
も
公
正
厳
守

一

時
評

当
局
の
断
と
美
術
家
の
挺
身

藝
術
界
に
提
言
（
二
）

一

文
藝
時
評
（
紙
に
見
は
な
さ
れ
た
文
人
・
閉
会
の
儀
礼
）

二

文
学
報
国
会

五
大
宣
言
顕
揚
に
並
行
し

大
東
亜
文
学
史
を
編
纂

全
会
員
総
弾
丸
の
活
動
開
始

二

「
時
代
の
尖
端
を
ゆ
く
」
か

続
々
疎
散
に
協
力

八
方
に
散
る
文
壇
人

二

作
品
月
評

新
年
号

新
年
号
の
賢
作
愚
作

二

※
上
林
暁
「
小
便
小
僧
」、
太
宰
治
「
佳
日
」
、
野
村
尚
吾
「
有
為
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の
売
山
」

其
後
の
出
版
企
業
整
備

ど
う
進
行
し
て
ゐ
る
か

三

決
戦
下
の
読
書
（
下
）

―
写
本
に
つ
い
て

―

日
本
出
版
会
理
事
長

久
富
達
夫

三

第
六
五
三
号

昭
和
一
九
年
一
月
二
二
日

四
面

雑
誌
統
合

着
々
目
鼻
つ
く
出
版
整
備

残
存
綜
合
誌
三
誌
決
定

文
藝
専
門
誌
に
文
藝
春
秋
転
向

一

時
評

当
局
の
断
と
美
術
家
の
挺
身

藝
術
界
に
提
言
（
三
）

一

武
田
麟
太
郎
氏

元
気
で
帰
る

一

財
団
法
人
日
本
美
術
及
工
藝
統
制
境
界

役
員
及
事
務
局
機
構
一
覧
表

一

文
藝
時
評
（
短
歌
部
会
と
我
等
の
進
路
・
短
歌
朗
詠
者
と
放
送
局

の
銓
衡
）

二

闘
ふ
文
学
魂

食
糧
増
産
に
筆
の
協
力

各
作
家
実
況
視
察
へ

大
陸
農
民
両
委
員
会
活
発
に
活
動

二

冬
和

川
上
小
夜
子

二

大
東
亜
戦
の
記
録
画
（
上
）

豊
田
豊

三

随
想

升
形
山
麓
に
て
（
二
）

田
中
吐
哉
州

三

崔
承
喜
の
炎
華

大
東
亜
舞
踏
創
造
へ
の
巨
歩

中
国
古
典
の
新
舞
踊
化
へ

帝
劇
の
長
期
公
演
愈
々
迫
る

四

第
六
五
四
号

昭
和
一
九
年
一
月
二
九
日

四
面

海
上
日
出
（
御
製
・
皇
后
宮
御
歌
・
皇
太
后
宮
御
歌
）

一

文
報
の
転
期

文
壇
人
の
増
産
面
転
身
に

文
報
が
世
話
役
で
斡
旋

勤
労
精
神
作
興
に
万
全
策
考
慮

一

文
学
報
国

編
輯
改
変

会
議
制
で
全
面
的
に
出
発
へ

一

一
隅
よ
り

量
の
戦
ひ

一

文
報
勤
労
報
国

独
自
な
る
勤
労
隊
の
創
造
へ

出
動
を
前
に
本
部
拡
充

筋
肉
勤
労
以
外
の
面
も
吸
収
か

二

出
足
早
い
文
人
連

続
く
疎
散
後
続
部
隊

二

図
書
館
の
貸
出

外
国
文
学
激
減

二

ジ
ヤ
ワ
の
文
化
施
設

武
田
麟
太
郎
（
談
）
二

大
東
亜
戦
の
記
録
画
（
下
）

豊
田
豊

三

第
六
五
五
号

昭
和
一
九
年
二
月
五
日

四
面

藝
術
界
の
長
老
総
蹶
起
の

情
熱
が
産
む
無
敵
船
艦

愛
国
の
至
情
傾
け
る
百
八
点

一

時
評

勝
利
へ
の
道

身
近
に
あ
り

一

文
報
評
論
随
筆
部
会

読
会
指
導

一

書
店
も
整
備
に
着
手

三
月
末
完
了
の
見
込

一

「
文
報
」
の
暗
雲
に
愁
眉

純
粋
文
筆
人
新
結
集
か

何
か
割
切
れ
ぬ
も
の
胚
胎

二

文
報

小
説
部
会
長
後
任
、
正
宗
白
鳥
氏
就
任

二

文
学
報
国
二
月
集
会

二
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文
士
と
疎
開

止
る
者
の
意
嚮
は（

尾
崎
士
郎
氏
・
白
井
喬
二
氏
）
二

辻
小
説
の
建
艦
献
納

印
税
七
五
〇
円

二

局
窓
に
働
く

豊
田
正
子
さ
ん

二

創
作
月
評

一
月
号

「
文
藝
」
の
三
作
を
評
す

二

※
壺
井
栄
「
掌
」
・
堀
辰
雄
「
樹
下
」・
新
田
潤
「
童
顔
の
鷲
」

出
版
界

企
業
整
備
大
詰
へ

残
つ
た
も
の
約
百
名

今
後
は
出
版
部
が
整
備
を
指
示

三

雑
誌
整
理
統
合
の
回
顧
（
二
）

業
界
誌
の
類
か
ら

段
々
と
本
格
的
に

業
者
の
自
主
談
合
を
促
す

三

軍
需
工
場
の
青
年
工
に

図
書
の
優
先
的
配
給

椎
名
局
長
議
会
で
答
弁
す

三

第
六
五
六
号

昭
和
一
九
年
二
月
一
二
日

四
面

挺
身
文
学
団
へ

改
組
急
迫
の
「
文
報
」

積
極
的
な
人
材
を
要
望

三
月
総
会
に
各
部
と
も
期
待

一

時
評

映
画
に
望
む

奮
起
を
促
す

一

職
能
、
学
術
、
思
想
の
各
雑
誌
の
整
備
進
む

夫
々
専
門
委
員
会
で
審
議

一

報
道
班
員
の
中
央
機
関

尾
崎
氏
等
の
肝
入
で
近
く
設
立

一

出
版
・
読
書

書
籍
部
門
の
整
備
統
合

今
月
中
に
全
部
完
了

七
十
二
社
は
審
査
を
通
過
の
予
定

二

文
化
奉
公
会
の
文
化
面

火
野
葦
平
氏
が
号
令

陣
容
整
備
や
う
や
く
成
る

二

留
日
作
家

日
本
語
勉
強
中
（
徐
守
忠
・
宋
桂
楽
）

二

雑
誌
整
理
統
合
の
回
顧
（
三
）
官
庁
雑
誌
も
整
理
へ

教
育
誌
は
面
目
一
新

愈
々
本
格
的
の
整
理
に
着
手

二

映
画
の
大
東
亜
攻
勢
に

五
大
宣
言
宣
揚
作
品

脚
本
制
作
に
文
壇
十
六
氏
を
動
員

四

戦
ふ
大
衆
演
劇
の
脚
本
執
筆
者
決
定

陸
軍
記
念
日
中
心
作
品

四

第
六
五
七
号

昭
和
一
九
年
二
月
一
九
日

四
面

時
評

動
か
ぬ
勤
労
隊

一

戦
力
増
強
生
産
面
に

軍
人
援
護
運
動
結
合

文
人
側
派
遣
作
家
も
決
定

一

文
壇
人
映
画
人
が
挙
つ
て
惜
し
む
才
華

今
は
亡
き
三
上
於
菟
吉
氏
に
各
界
が
見
せ
る
愛
惜
の
情

二

亡
き
於
菟
吉
を
憶
ふ

長
田
幹
彦
（
談
）
二

大
政
翼
賛
会
が
読
書
運
動
に
乗
出
す

全
国
読
書
委
員
会
を
設
立

二

雑
誌
整
理
統
合
の
回
顧
（
四
）
文
協
が
創
設
さ
れ
て

三
者
分
担
で
進
行
す

「
新
風
」
其
他
創
刊
早
々
廃
刊

二

勇
士
の
郷
土
活
写

軍
人
遺
家
族
顕
彰
に

文
筆
彩
管
の
合
作
行

軍
事
保
護
院
文
報
美
報
が
握
手

三

随
想

升
形
山
麓
に
て
（
完
）

田
中
咄
哉
州

三
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第
六
五
八
号

昭
和
一
九
年
二
月
二
六
日

四
面

ク
エ
ゼ
リ
ン
・
ル
オ
ツ
ト
の
闘
魂
に
応
へ
む

勇
戦
六
千
五
百
の

英
霊
に

誓
ふ
一
億
総
蹶
起

決
戦
非
常
措
置
要
綱
決
定

高

級
興
行
歓
楽
場
一
時
閉
鎖

一

時
評

痛
憤
、
挙
国
蹶
起
せ
よ

一

愈
々
目
覚
し
き
共
栄
文
化
の
活
躍

雑
誌
出
版
か
ら
見
た
諸
企
画

一

出
版
企
業
整
備

更
に
新
事
業
体
と
し
て

五
十
二
社
追
加
承
認

第
七
回
資
格
審
議
会
に
於
て

二

武
蔵
野
の
冬

伊
藤
月
草

二

疎
開

村
の
先
生
に

林
芙
美
子
氏
決
意
を
語
る

二

日
比
谷
図
書
館
が
大
礼
記
念
図
書
二
万
部
を
疎
開

敵
の
盲
爆
か

ら
文
献
を
護
る

二

虚
子
翁

文
報
に
寄
付

二

陸
軍
記
念
日
期
し

敵
撃
滅
の
筆
舌
陣

文
報
会
員
を
大
量
動
員

二

第
六
五
九
号

昭
和
一
九
年
三
月
四
日

四
面

【
一
～
三
面
不
明
】

潜
水
艦
同
乗
映
画
班

印
度
洋
索
敵
作
戦
（
二
）

…
映
画
「
轟
沈
」
撮
影
行
…

海
軍
報
道
班
員

渡
邊
義
美

四

決
戦
下
の
演
劇
界
に
産
れ
る
か
戦
線
劇
団

長
田
秀
雄
氏
が
率
先
提
唱

四

第
六
六
〇
号

昭
和
一
九
年
三
月
一
一
日

四
面

国
民
蹶
起
大
会

畏
き
御
信
倚
に
答
へ
奉
り

醜
虜
撃
滅
の

総
進
軍

新
聞
言
論
界
挙
げ
て
の
雄
叫
び

一

時
評

日
露
戦
争
と
大
東
亜
戦
争

一

決
戦
下
の
文
壇
人

勤
労
精
神
昂
揚
へ

文
報
一
斉
に
班
常
会
開
催

一

出
版
企
業
整
備

愈
々
近
く
大
詰
へ

新
事
業
体
廿
三
社
と
承
認

残
る
は
十
社

二

婦
人
雑
誌
も
決
る

「
文
藝
読
物
」
は
自
社
統
合

二

潜
水
艦
同
乗
映
画
班

印
度
洋
索
敵
作
戦
（
三
）

…
映
画
「
轟
沈
」
撮
影
行
…

海
軍
報
道
班
員

渡
邊
義
美

四

第
六
六
一
号

昭
和
一
九
年
三
月
一
八
日

四
面

文
科
系
の
学
者
総
動
員

近
く
研
究
班
を
組
織
す

戦
争
と
建
設
と
に
寄
与

一

時
評

独
逸
国
民
の
戦
時
生
活

一

文
学
報
国
会
各
部

決
戦
総
会
順
次
開
催

廿
七
日
小
説
部
会
が
筆
頭

一

菊
池
賞
に
川
端
康
成
氏

一

さ
あ
出
動
だ
！

文
報
・
勤
報
隊
立
上
る

二

書
籍
部
門
の
整
備

好
調
裡
に
完
了
す

愈
々
出
新
発
す
る
百
七
十
社

二

文
報
機
関
紙
「
文
学
報
国
」
編
輯
陣
新
強
化

二
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最
近
各
の
雑
誌
は
ど
れ
位
売
れ
て
る
か

二

潜
水
艦
同
乗
映
画
班

印
度
洋
索
敵
作
戦
（
四
）

…
映
画
「
轟
沈
」
撮
影
行
…

海
軍
報
道
班
員

渡
邊
義
美

四

第
六
六
二
号

昭
和
一
九
年
三
月
二
五
日

四
面

芸
能
人
の
総
蹶
起

さ
あ
農
村
生
産
地
帯
へ

有
名
無
名
総
出
動

一
代
の
名
調
子
に
決
意
披
瀝

一

時
評

出
版
新
体
制
と
規
正
の
強
化

一

文
報

久
米
局
長
退
陣

後
任
は
中
村
武
羅
夫
氏

一

立
派
な
戦
争
文
学

「
兵
隊
と
祝
祭
」
発
行

南
支
派
遣
軍
報
道
部
よ
り

一

疎
開
荷
物
と
取
組
む

文
報
勤
労
報
国
隊

渋
谷
汐
留
両
駅
に
敢
闘

二

第
六
六
三
号

昭
和
一
九
年
四
月
一
日

四
面

国
民
思
想
指
導
の
た
め

必
要
な
用
紙
を
確
保

天
羽
情
報
局
総
裁
議
会
で
答
弁

一

日
本
文
学
報
国
会

機
構
を
教
科
刷
新

勤
労
挺
身
と
文
学
道
邁
進

一

時
評

日
本
正
史
編
修
の
盛
挙

一

出
版

戦
力
増
強
に
図
書
動
員

南
方
接
収
図
書
も
整
理

帝
国
図
書
館
の
二
つ
の
新
事
業

二

産
業
戦
士
の
た
め
に
〝
産
報
文
庫
〟
を
発
行

産
報
が
講
談
社
に
協
力
し
て

二

〝
開
拓
文
学
賞
〟
設
定

文
報
内
に
委
員
会
を
設
く

二

東
都
進
出
の
耕
人
社

豊
田
豊

三

〝
狼
火
は
上
海
に
揚
る
〟
愈
々
撮
影
を
開
始
す

上
海
で
も
阪
妻
は
凄
い
人
気

大
映
・
曾
我
製
作
局
長
談

四

第
六
六
四
号

昭
和
一
九
年
四
月
八
日

四
面

大
日
本
藝
能
会

全
国
の
技
藝
社
大
団
結

四
万
人
の
総
進
撃

い
よ
い
よ
廿
九
日
発
会
式
挙
行

一

時
評

世
界
最
古
の
文
化
国
印
度

一

出
版

決
戦
下
新
た
な
首
途

新
事
業
体
発
足
の
会

誓
ひ
も
堅
き
二
百
社
結
束

二

至
誠
報
国
の
秋

陸
軍
報
道
部
長

松
村
大
佐
（
挨
拶
要
旨
）
二

舞
踊
論
【
二
】
象
徴
性
に
つ
い
て
（
中
）

檜
健
次

二

戦
ふ
少
女

藤
蔭
静
江

四

第
六
六
五
号

昭
和
一
九
年
四
月
一
五
日

四
面

決
戦
新
番
線

歓
楽
場
外
の
三
番
映
画
館
も

一
夜
明
く
れ
ば
一
番
館

産
業
戦
士
に
封
切
館
を
重
点
配
給

一

時
評

古
靭
太
夫
の
藝
術

一

ひ
び
く
疎
開
運
輸

教
科
書
配
給
が
遅
れ
る
の
は

輸
送
力
問
題
が
隘
路

教
育
上
に
は
先
づ
支
障
な
し

二

学
会
・
総
会
な
ど

こ
の
際
一
先
づ
中
止
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◇
近
く
文
部
当
局
か
ら
通
達

二

文
学
雑
誌
何
が
残
る
か
？

二

増
炭
激
励
文
士
報
告
会

二

第
六
六
六
号

昭
和
一
九
年
四
月
二
二
日

四
面

迫
る
統
展

各
部
全
甲
種
資
格
者
に

出
品
招
請
状
発
せ
ら
る

一

時
評

国
民
総
蹶
起
運
動
へ

一

決
戦
生
活
実
態
を

作
家
連
が
お
勉
強

翼
賛
会
が
文
報
側
動
員

一

短
歌
雑
誌
統
制
寛
大

専
門
二
流
派
十
六

他
に
女
流
綜
合
誌
の
用
意
あ
り

二

地
方
の
動
き

重
大
時
局
に
対
応
し

集
団
的
の
読
書
運
動

切
り
離
せ
ぬ
〝
増
産
と
本
〟
の
関
係

二

共
栄
圏
各
国
と
図
書
の
交
換
を
行
ふ

帝
国
図
書
館
が
既
に
着
手

二

文
化
中
央
聯
盟
主
催

「
舞
踏
コ
ン
ク
ー
ル
」
評
【
上
】蔦

元
龍
三

四

第
六
六
七
号

昭
和
一
九
年
四
月
二
九
日

四
面

出
版
新
体
制

新
発
足
体
制
の
総
元
締
と
し
て

出
版
会
も
改
組
強
化

新
三
部
制
を
採
用
課
を
廃
合
す

一

時
評

皇
国
護
持
の
大
楠
公
精
神

一

戦
争
と
藝
術

聴
き
手
は
翼
賛
会

語
り
手
は
藝
術
家

一

総
て
を
戦
争
へ

雑
誌
の
廃
合
一
段
落

九
百
八
十
九
誌
が
残
存

全
出
版
界
の
決
戦
体
制
整
ふ

二

花
誘
ふ
春
の
嵐
に

散
り
ゆ
く
筆
の
人
（
近
松
秋
江
・
大
倉
桃
郎
）
二

文
化
中
央
聯
盟
主
催

「
舞
踏
コ
ン
ク
ー
ル
」
評
【
下
】蔦

元
龍
三

四

第
六
六
八
号

昭
和
一
九
年
五
月
六
日

四
面

文
学
者
も
起
て

文
報
陣
容
整
備
と
共
に

非
常
時
下
挺
身
態
勢
へ

三
部
二
室
制
い
よ
く
新
発
足

一

時
評

移
動
映
画
の
効
果

一

〝
紙
〟
の
朗
報

今
期
割
当
四
割
減

一
億
総
意
捻
出
あ
の
手
こ
の
手

二

一
段
と
内
容
の
充
実
し
た

少
国
民
向
の
軍
事
読
物

こ
の
方
面
の
良
書
出
版
期
待
さ
る

二

最
近
活
況
示
す

比
島
の
雑
誌
界

日
本
へ
の
認
識
愈
々
深
ま
る

二

時
詠
二
題

川
合
玉
堂

三

清
潮
会
展
評

豊
田
豊

三

第
六
六
九
号

昭
和
一
九
年
五
月
一
三
日

四
面

美
統
展
開
幕

古
賀
元
帥
遺
訓
『
戦
闘
一
本
』

藝
術
作
品
の

新
使
命

直
接
戦
争
物
資
獲
得
の
実
弾
た
れ
！

一
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時
評

噫
古
賀
元
帥

一

文
学
報
国
会
各
部
新
役
員
（
一
）

一

新
編
纂
で
遅
れ
る

各
学
校
の
教
科
書

初
等
科
は
今
月
中
に
は
間
に
合
ふ

二

出
版
新
事
業
体
に

編
輯
者
の
登
録
制

出
版
会
で
資
格
を
銓
衡

二

日
本
画
院
評

豊
田
豊

三

大
日
本
興
行
会

藝
能
同
業
組
合
視
是
正

陣
容
を
整
備
強
化

岸
田
國
士
、
高
橋
健
二
氏
等
理
事
就
任

四

第
六
七
〇
号

昭
和
一
九
年
五
月
二
〇
日

四
面

藝
術
院
会
員

補
欠
銓
衡
進
む

会
員
会
議
五
月
中
に
開
催

一

国
民
総
蹶
起
運
動

大
詔
の
徹
底

総
力
の
結
集
へ

決
戦
態
勢
即
応
会
議

文
報
三
千
五
百
会
員
が
大
会
開
催

一

時
評

日
独
翻
訳
契
約
の
成
立

一

川
崎
市
電
起
工
に

文
化
勤
報
隊
出
勤

第
一
陣
は
文
報
勤
報
隊

二

日
独
翻
訳
権
の
確
立

補
償
金
仲
介
料
決
ま
る

諸
般
の
手
続
が
簡
易
正
常
化
す

二

中
等
教
科
書

六
月
一
杯
で
手
元
へ

暫
ら
く
の
ご
辛
抱
で
す

二

文
学
報
国
会
各
部
新
役
員
（
二
）

二

作
家
・
芸
能
家
は
何
処
へ
疎
開
し
た
か

二

お
そ
春
の
悲
し
み

幡
恒
春
君
の
死
と
思
出

野
田
九
浦
（
談
）
三

批
評

大
東
南
宗
展

豊
田
豊

三

「
音
楽
号
」
献
納
運
動

締
切
ま
で
に
あ
と
三
万
円

運
動
半
ケ
年

間
の
成
果

四

第
六
七
一
号

昭
和
一
九
年
五
月
二
七
日

四
面

美
術
も
弾
薬

予
期
以
上
の
好
成
績
裡
に

使
命
果
し
た
美
統
展

後
期
展
も
絢
爛
絵
巻
を
展
開

一

青
衿
会
展
評

豊
田
豊

三

第
六
七
二
号

昭
和
一
九
年
六
月
三
日

四
面

文
学
者
総
蹶
起
大
会

文
化
兵
団
の
一
兵
に
徹
せ
ん

盛
り
上
る
文
学
者
の
戦
意

日
本
文
学
報
国
会
全
会
員
起
つ

一

日
本
画
壇
の
巨
匠

池
上
秀
畝
画
伯
逝
く

狭
心
症
の
た
め
七
十
一
の
高
齢
に
て

二

思
ひ
出
語
る

勤
王
愛
国
の
精
神

写
本
に
観
る
烈
々
た
る
至
情

細
合
秀
穀
氏
談

二

形
見
と
な
つ
た
病
臥
中
の
二
句

堀
田
秀
叢
氏
談

二

故
池
上
秀
畝
画
伯
を
想
ふ

年
少
時
代
の
思
ひ
出

荒
木
十
畝
（
談
）
二

晩
年
の
彩
管
報
国

山
川
秀
峰
（
談
）
二

大
輪
展
と
新
院
展

豊
田
豊

三
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第
六
七
三
号

昭
和
一
九
年
六
月
一
〇
日

四
面

美
校
音
楽
校
も
決
戦
体
勢
へ

美
校
の
新
陣
容
整
ふ

在
野
派
の
一
流
揃
ひ

学
科
の
組
織
運
営
に
も
一
大
刷
新

一

大
日
展
評

豊
田
豊

三

第
六
七
四
号

昭
和
一
九
年
六
月
一
七
日

四
面

〝
必
勝
の
神
機
至
る
〟
と
ヒ
総
統
へ
激
励
電
報

独
逸
国
民
の
善
戦
を
祈
る

一

時
代
の
子

戦
死
し
た
長
男
の
事

小
野
竹
喬
（
談
）
二

二
展
覧
会
評

海
洋
展
日
本
画

豊
田
豊

三

大
阪
市
展

日
疋
重
亮

三

附
記

「
藝
術
新
聞
」
は
京
都
市
立
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
お
よ
び
東

京
文
化
財
研
究
所
で
閲
覧
し
た
。
ご
高
配
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
本
研
究
はJ

S
P
S

科
研
費17
K0
2
45
0

お
よ
び2

0K
0
03
4
6

の
助
成

を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
さ
い
と
う
・
ま
さ
お
／
本
学
教
授
）
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